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第２８回理事会を開催････３月１５日 

財団は 3 月 15 日に第 28 回理事会を芝パー

クホテルで開催した。第 28 同理事会では平成

24 年度事業計画・収支予算案、並びに財団運営

に関わる諸規程が提案され、承認された。 

平成 24 年度の事業計画においては、「交通社

会及び交通文化の健全な発展を目指し、自動車及

び交通教育を広く高等学校に普及させるべく、事

業活動の充実に取り組む」ことが改めて確認され

た。主な内容として、「①引き続き工業高校を主

な対象とした自動車技術教育と、普通高校を対象

とした自動車社会教育に並行して取り組む。②自

動車技術教育においては、これまでの基礎的な教

育への重点的な支援に加え、より高度な教育への

充実を図る。③交通社会教育においては「交通」、

「交通安全」、「環境」の 3 テーマを中心に取り

組む。」の 3 点を骨子としている。 

また、平成 24 年度収支予算における事業費予

算は、平成 23 年度とほぼ同額としている。厳し

い経済環境が続く中、財団はこれまで慢性的な収

入不足から、予算規模の縮小と財団資産の取り崩

しなどで事業展開に対応してきた。しかし２４年

度は、収入の一部回復が見込まれることや、事業

コスト削減が進んできたことなどにより、収支バ

ランスが従来よりも改善し、前年並みの事業費予

算の編成が可能となったものである。 

合わせて、４月１日からの公益財団法人への移

行に対応すべく、財団運営に関わる諸規定として、

「 理 事 の 職 務 権 限 規 程 」「 賛 助 会 費 規 程 」「 寄 付

金規程」などの規程が提案され、承認された。 

なお、同理事会は特例民法法人として開催され

る最後の理事会であり、公益財団法人移行後の第

１回理事会は６月７日を予定している。 

 

＊平成２4 年度の事業計画の概要については、 

添付別紙をご参照ください。 

 

公益財団法人へ移行････４月 1 日付 

財団は、このたび特例民法法人から公益財団法

人へ移行した。これは、公益法人制度改革に対応

すべく、昨年６月開催の第２７回理事会・第２４

回 評 議 員 会 の 決 議 を 踏 ま え て ７ 月 に 公 益 財 団 法

人への移行認定申請を行い、昨年１２月の公益認

定 等 委 員 会 の 答 申 な ら び に 本 年 ３ 月 の 認 定 書 交

付を経て、４月１日付けの移行となったものであ

る。財団は、今後とも高等学校における自動車お

よび交通に関する教育の支援事業を行い、交通社

会・交通文化の健全な発展に寄与できるよう取り

組む所存ですので、引き続き関係各位のご支援を

よろしくお願い申し上げます。

★  第 28 回理事会を開催 

★  4 都県(6 件)の研修会に講師を派遣 

★  平成 24 年度講師派遣の公募開始 

★  提供機材活用状況を集約 

★  新副教材『くらしと交通安全』Vol.1 を作成 

★  部会・委員会を開催 

(公財)日本自動車教育振興財団 活動報告 
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平成２４年４月５日

年 4 回発行 (1,4,7,10 月 )

IIINNNFFFOOORRRMMMAAATTTIIIOOONNN   

●  公益法人へ移行  4 月 1 日 

●  平成 24 年度 JAEF 研修会参加者募集開始 6 月下旬 

●  平成 24 年度自動車技術教育用機材提供の公募開始 6 月 1 日 

●  公益財団法人第 1 回理事会を開催  6 月 7 日 

●  公益財団法人第 1回評議員会・第 2回理事会および懇親会を開催 6 月 21 日 

●  事業計画説明会を開催  6 月 22 日 

 
４～６月予定  

日本自動車教育振興財団 
公 益 

財団法人 
〒 105-0012 東 京 都 港 区 芝 大 門 １ － １ － ３ ０ 日 本 自 動 車 会 館  

ＴＥＬ： ０３-５７３３-３８４１ FAX:０３-５７３３-３８４３ E-mai l :m-box@jaef.or.jp URL:http://www.jaef.or.jp  

▲ 第 28 回 理 事 会 の 写 真(左 下 写 真 は 小 枝 理 事 長)  
 

財 団 運 営

財 団 運 営
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新副教材『くらしと交通安全』を刊行････2 月中旬

財団は、高等学校の交通安全指導や公民科・地

歴科などの授業において、交通安全副教材として

活用してもらうため、このたび『くらしと交通安

全』Vol.1（B5 版 44Ｐ）を完成させた。 

この 教材 は 、欧 米の 都 市に おけ る 先進 的な 交

通安全への取り組み事例を紹介したもので、「ロ

ン ド ン の 歩 行 者 安 全 」、「 ミ ュ ン ス タ ー の 自 転 車

安全」、「アメリカにおける自転車安全（走行編）」、

「アメリカにおける自転車安全（ドライバー教育

編）」からなる４つの事例を紹介している。一般

的に、交通マナーに焦点を当てがちな交通安全問

題ではあるが、制作に当たっては歩行者や自転車

ユーザーなどの交通弱者の視点から捉え、道路イ

ン フ ラ や 交 通 ル ー ル の 在 り 方 の 参 考 事 例 を 具 体

的かつ解り易く紹介すると同時に、高等学校の授

業内容に馴染むよう心掛けた。 

現在、高等学校において交通安全問題に対する

関心は高いものがあるが、この新教材の提供によ

り 高 等 学 校 に お け る 交 通 安 全 教 育 が さ ら に 進 む

と同時に、交通安全問題への理解が深まることを

期待している。既刊行の『別冊 Traffi-Cation』

Vol.4（交通安全編）と同様に、新教材『くらし

と交通安全』Vol.1 にも多くの高校教諭からの申

し込みが予想される。 

 

 

 

平成２３年度の講師派遣件数と研修会参加者は過去最多

財団は、平成 23 年度に各県の教育委員会や教

育研究会、高等学校などの要請を受け、下表の通

り４１都道県で１２４件（２２年度：１０２件、

以下（）内は２２年度の実績）の研修会への講師

派遣を実施した。その結果、今年度の研修会への

参加者合計は５１,８９７名（３４,８７５名）に

上り、派遣件数・参加者数共に過去最多となった。 

これら１２４件の研修会の内訳を見ると、社会

科系・生徒指導担当の先生方や生徒を対象とした

「環境」「交通」「交通安全」に関する一般研修会

は１０８件で、昨年（８２件）より２６件増加し

た。派遣実績は、「危険予知」が７１件、「データ

からみた交通安全」が２３件など、全て「交通安

全」に関するものであった。一方、工業系の先生

方を対象とした自動車の「整備技術」「最新技術」

に関する技術研修会は１６件と、昨年（２０件）

を４件下回った。派遣実績は、「ハイブリッド車」

関係が１０件（１４件）に上るなど「最新技術」

関係に集中した。講師派遣にご協力いただいた関

係団体・企業の皆様に紙面をお借りして改めて厚

く御礼申し上げます。

 
 
 
 

研 修

（ 千 人 ）（ 件 ） 

調 査 研 究

【『くらしと交通安全』Vol.1 の内容】 

平成8年度 平成9年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

技術研修会(件) 2 7 7 8 4 10 6 14 7 11 11 12 18 16 20 16

一般研修会(件) 0 0 0 3 0 1 1 1 3 7 17 21 25 45 82 108

研修会合計(件) 2 7 7 11 4 11 7 15 10 18 28 33 43 61 102 124

参加人員(人) 41 289 460 1,030 200 850 241 568 861 1,970 7,298 8,868 10,636 19,429 34,875 51,897

▲ く ら し と 交 通 安 全 Vol.1 表 紙 と 内 容  



 

-3- 
 

区 分  講 師 派 遣  研 修 メ ニ ュ ー  研 修 内 容  派 遣 対 象  講 師 派 遣 元 （ 予 定 ）  

技

術

研

修

会

 

整 備

技 術  

①  ガソリンエンジンの分解・組立 講演と実習（5～6時間） 研修会・学校(教員) (社)日本自動車整備振興会連合会 

②  トランスミッションの分解・組立 〃 〃 〃 

③  電子制御エンジンの構造と点検･整備 〃 〃 〃 

最 新

技 術  

④  トヨタ・ハイブリッド車について 講演（90～120 分） 研修会・学校(教員・生徒) トヨタ系ディーラー 

⑤  ホンダ・ハイブリッド車について 〃 〃 ホンダ系ディーラー 

⑥  SKYACTIVE-G について 〃 研修会(教員) マツダ(株) 

⑦  日産・電気自動車について 〃 〃 日産自動車(株) 

⑧  三菱・電気自動車について 〃 〃 三菱自動車工業(株) 

一

般

研

修

会

 

環 境  ⑨  地 球 温 暖 化 防 止 と 自 動 車 技 術  講演（90～120 分） 研修会(教員) (一社)日本自動車工業会 

交 通  ⑩  ITS と未来の交通･まちづくり 講演（90 分） 〃 ITS Japan 

交 通

安 全  

⑪  危険予知による交通安全 講演（50～６０分） 研修会・学校(教員・生徒) (一社)日本自動車連盟 

⑫  クルマ・自転車・人がつくる道路交通と安全 〃 〃 〃 

⑬  交通事故とその責任 〃 〃 (社)日本損害保険協会 

⑭  自転車と交通安全について 〃 〃 〃 

【２４年度・派遣メニュー覧表】 

平成 2４年度講師派遣の公募開始････３月 1 日 

財団は、平成２４年度の講師派遣支援の申込要

領を、３月１日付で全国の高校（約５,９００校）

へFAXで案内すると共に、教育関係団体（都道

府県・指定都市等の教育委員会、全国工業高等学

校長協会、全国高等学校長協会、全国総合学科高

等学校長協会、日本私立中学高等学校連合会、全

国自動車教育研究会、全国公民科・社会科教育研

究会）に送付した。 

講師派遣の対象は、各地の教育委員会、教育研

究会などが開催する研修会で、①自動車の「整備

技術」「最新技術」に関する技術研修会、②「環

境」「交通」「交通安全」に関する一般研修会であ

る。平成2４年度は講師派遣のさらなる普及を目

指し、下表の通り講師派遣を１４の研修メニュー

に改訂すると共に、１３０件の講師派遣（２２年

度実績は１２４件）を予定している。 

関係団体・企業の皆様には、これまで以上に派

遣をお願いすることが多くなると思われますが、

ご協力よろしくお願い申し上げます。 

なお、講師派遣の申込期限は、派遣メニューの

①～⑩を６月末とし、⑪～⑭のメニューは常時受

付としている。

 
 

提供機材活用状況を集約････～3 月末

財団 は、 平 成２ ２年 度 に機 材を 提 供し た６ ３

校に対して、平成２３年度の機材活用状況に関す

る調査票を 2 月に送付し、ほぼ全校から回答を

得たため、このたび「平成２２年度機材提供校の

活用報告書」としてまとめた。技術教育事業では、

学校に対するフォローアップ活動として、機材提

供した翌年の年度始に活用計画を、年度末に活用

報 告 を 提 出 し て も ら っ て 機 材 提 供 活 動 の 参 考 と

しており、同報告書もその一環として、提供校で

の機材活用状況をまとめたものである。 

提供校 から の活用 報告 からは 、「DVD など の

視聴覚教材は、言葉や絵で説明が難しいエンジン

や駆動系の作動原理を、動画も含めて分かりやす

く解説してくれるので、生徒の興味を惹き効果的

である。今後バリエーションをもっと増やしてほ

しい」「エンジン機材が増えたことで、分解・組

み立ての指導が効率的に行えるようになった」な

ど、教育現場で提供機材が歓迎されると共に有効

活用されている様子が伺われた。一方では「教育

予算が厳しい中で、教育用機材を無償で受けられ

るのは大変ありがたい。今後も計画的に応募した

い」など、機材事業の継続への強い期待を述べた

報告も多かった。財団は同報告書により、教育現

場 で の 提 供 機 材 活 用 状 況 を ５ 月 の 機 材 部 会 に 報

告すると共に、自動車技術教育の一層の拡大につ

ながるよう、技術教育事業の改善に取り組んでい

く予定である。 

 

研  修

技 術 教 育

▲ 鹿 児 島 県 立 霧 島 高 校 で の 機 材 活 用 の 様 子  
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会議名 開催日 

第 73 回 研修部会 ２月１４日(火) 

第 72 回 調査普及部会 ２月１５日(水) 

第 110 回 技術教育部会 ２月２１日(火) 

第 42 回 事業委員会 ２月２８日(火) 

第 78 回 企画委員会 ３月 １日(木) 

３都県（6 件）の研修会に講師を派遣････1 月 23 日～3 月 1６日  

財団は、高等学校からの要請を受け、１～３月

に３都県（６件）の研修会へ専門の講師を派遣し

た。受講者の合計は約１,２９１名にのぼった。 

講師を派遣した研修会は、いずれも「交通安全」

に関する講師派遣の要請（「ユーザーテストデー

タから見た交通安全」４件、「危険予知による交

通安 全」 ２ 件） であ っ た。 講師 は (社)日 本自 動

車連盟各支部にご協力いただいた。受講者からは、

「 交 通 事 故 の 原 因 を 分 か り や す く 解 説 し て も ら

うと共に、クイズ形式も取り入れて交通安全に関

する受講者の興味・関心を持続させるなど、大変

有意義な講演会であった」「通学時だけでなく、

日 常 で の 移 動 に も 多 く の 危 険 が 潜 ん で い る こ と

が分かり、安全意識を高めるのに役立った」「自

転 車 通 学 の 生 徒 へ の 交 通 安 全 指 導 に つ い て 多 く

のヒントが得られた」「交通事故は加害者・被害

者を問わず重大なことであり、生徒に責任感を醸

成する良い機会となった」など、いずれの研修会

も高い評価を得ることができた。 

ご 協 力 を い た だ い た 関 係 団 体 な ら び に 各 県 の

推進協議会の皆様には、紙面をお借りして改めて

厚く御礼申し上げます。 

 

 

各部会・委員会を開催････2 月 14 日～3 月 1 日 

財団は、右表のとおり２月１４日から３月１日に 

かけて集中的に部会並びに委員会を開催した。各部

会及び事業委員会では、事務局が平成 23 年度財団

事業実績見込みの説明、および平成２４年度財団事

業計画の提案を行い、了承された。また、財団が平

成２４年 4 月 1 日付けで公益財団法人へ移行するこ

とを踏まえて、企画委員会では、事務局が第２８回

理事会への提案事項である平成２４年度財団事業計

画および収支予算案、ならびに新定款に関連した新

たな主要規程案の説明を行い、了承された。 

 
 

 

【研修会への講師派遣実績（１月～３月）】 

開催日 
申   込   者  受 講 対 象  

テ ー マ  
講 師 派 遣 団 体  

地 区  主 催 者  科目等 人 数 講 師 名  

1/23 

（ 月 ）  
山 口  

山 口 県 立  

宇 部 西 高 等 学 校  

3 年 生  

教 職 員  
137

ﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄﾃﾞｰﾀか ら  

見 た 交 通 安 全  

(一 社 )日 本 自 動 車 連 盟  中 国 本 部  
 事 業 課 長  長 谷 川  操  氏  

2/6 

（ 月 ）  
兵 庫  

兵 庫 県 立  

神 埼 工 業 高 等 学 校  
生 徒  280

ﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄﾃﾞｰﾀか ら  
見 た 交 通 安 全  

(一 社 )日 本 自 動 車 連 盟  兵 庫 支 部   
事 業 課 交 通 環 境 係  上 田  正 利  氏  

2/17 

（ 金 ）  
東 京  

東 京 都 立  

桜 修 館 中 等 教 育 学 校  

生 徒 ・ 教 職
員 ・ 保 護 者 160

ﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄﾃﾞｰﾀか ら  
見 た 交 通 安 全  

(一 社 )日 本 自 動 車 連 盟  東 京 支 部   
事 業 課 交 通 環 境 係  出 原  正 洋  氏  

2/20 

（ 月 ）  
山 口  

山 口 県 立  

宇 部 西 高 等 学 校  

生 徒  
教 職 員  312

危 険 予 知 に よ る  
交 通 安 全  

(一 社 )日 本 自 動 車 連 盟  山 口 支 部   
推 進 課 事 業 係  森 下  金 治  氏  

3/16 

（ 金 ）  
東 京  

東 京 都 立  

豊 島 高 等 学 校 (定 時 制 ) 
全 校 生 徒   52

ﾕｰｻﾞｰﾃｽﾄﾃﾞｰﾀか ら  
見 た 交 通 安 全  

(一 社 )日 本 自 動 車 連 盟  東 京 支 部   
事 業 課 交 通 環 境 係  佐 藤  昭 二  氏  

3/16 

（ 金 ）  
山 口  

山 口 県 立  

下 松 工 業 高 等 学 校  

生 徒  
教 職 員  350

危 険 予 知 に よ る  
交 通 安 全  

(一 社 )日 本 自 動 車 連 盟  山 口 支 部   
推 進 課 事 業 係  森 下  金 治  氏  

受 講 者 合 計  1,291  

研  修

財 団 運 営

▲ 山 口 県 立 下 松 工 業 高 校 で の 講 演 の 様 子  ▲ 東 京 都 立 桜 修 館 中 等 教 育 学 校 で の 講 演 の 様 子  


